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1. 研究課題名称  

挿管呼吸器管理を実施した本邦高齢者では可及的リハビリテーションは ICU-AW 発生率を

減らす 

 

2. 研究の背景・目的  

治療技術の進歩により重症患者の救命率は向上しましたが、治療後の機能障害である PICS

（集中治療後症候群）や、その主症状である ICU-AW（ICU 獲得性筋力低下）が問題とな

っています 。ICU-AW は患者さまの生活の質（QOL）や生命予後を悪化させる要因です

が、本邦の ICU 患者さまは海外と比べて高齢かつ標準体型が多いという特徴があり、高齢

者に限定した要因解析は十分ではありません。本研究は、リハビリテーションを実施した

挿管人工呼吸器管理を行った高齢患者さまにおいて、退院時における ICU-AW の発症に関

連する因子を明らかにすることを目的とします 。 

 

3. 対象者および期間  

【対象期間】 2017 年 1 月から 2022 年 4 月までの間に、当院 ICU に入室された患者さま  

 

【対象となる方】 以下のすべてを満たす方を対象とします 。 

48 時間以上の人工呼吸器管理を行った方  

年齢が 65 歳以上の方  

※ただし、入院前より運動機能障害がある方、認知症などで治療協力が得られない方、医

療的に安静が必要な疾患の方などは除外されます 。 

 

4. 研究内容  

過去の診療録（カルテ）より以下の情報を収集し、ICU 退室時・病院退院時の ICU-AW（筋

力低下）の有無に関連する要因を統計学的に解析します 。 

•基本属性: 年齢、性別、BMI  

•重症度・疾患名  

•経過・治療: 人工呼吸器装着期間、ICU 入室期間、在院日数、リハビリテーション開始日  

•身体機能評価 

 

5. 個人情報の管理について  

研究データの収集・解析にあたっては、氏名や ID などの個人を特定できる情報を削除し、

新たな研究用 ID を付与して匿名化を行います 。個人情報と研究用 ID の対応表は厳重に管

理し、外部に持ち出すことはありません 。また、学会発表や論文作成においても、個人が



特定されないよう配慮します 。なお、研究終了後、本研究に関する資料・情報については、

当該論文の発表後 10 年間保存し、保管期間を過ぎた試料等については、速やかに廃棄しま

す。紙媒体の試料についてはシュレッダーで裁断、あるいは溶解処理をして廃棄します。

また、電子データについてはバックアップ等を含め適切に消去いたします。 

 

6. 研究期間  

研究実施許可後より２０２７年４月１日まで 

 

7. 医学上の貢献 本研究により高齢者の ICU-AW（筋力低下）のリスク因子が明らかにな

れば、早期リハビリテーション介入の対象選定やプログラムの改善につながり、将来の患

者さまの予後改善に寄与する可能性があります 。 

 

8. 研究機関 社会医療法人 製鉄記念八幡病院  

 

9. 問い合わせおよび連絡先 

本研究に関して、ご自身の情報が利用されることを望まない場合（オプトアウト）や、ご

不明な点がございましたら下記の連絡先までご連絡ください 。 

 

〒805-8508 福岡県北九州市八幡東区春の町 1-1-1  

社会医療法人製鉄記念八幡病院 リハビリテーション部 研究責任者：後藤 圭  

電話番号：093-672-9318 


